
［知り合うための活動１］ 
【ねらい】個人目標やグループ目標を設定し、全員で共有する。 

【準備物】大判用紙、A4用紙など 

活動の内容 指導者として気をつけたいこと 
【活動１】 

「Being」 

目標を共有する活動 

①A4用紙に手のひらを書き写す。 

②その中に、個人の目標や学級で大切にしたいことを

書き込み、互いに紹介し合う。 

③書き写した手のひらをきりとり、大判用紙の縁に沿

って、貼り付ける。 

④大判用紙の中心に学級目標やルールを書き込む。 

⑤「学級目標を大切にする」という意味のサインとし

て、貼り付けた手のひらの手首に、自分の名前を記

入する。 

【留意点】 

・直接大判用紙に手のひらを書き写してもよい。 

・手のひらでなくても、シンボルマーク（ハート型等）でもよ

い。 

・大判用紙上の空いている部分に、具体的な行動目標や友だち

の目標達成のため行う支援などを書き込むこともできる。 

 

 

 
※様々な活動を行うときや集団内でのエラ

ー(トラブル)が発生したときは、この目

標に基づきふりかえりを行うことができ

るため、お互いの目標やその集団がめざ

す目標を共有することは、とても大切な

ことである。 

※目標は生き物であり、その時々の集団の

状態によって設定し直し、成長させてい

くことが大切である。単なる飾りとして

掲示されることは避けたい。 

※学級目標の設定だけでなく、運動会や文

化祭などの学校行事の導入にも活用でき

る。さらに行事終了後は、学びをまとめ

るようなふりかえりもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふりかえりの例】 

「一人ひとりの目標にはどんな思いが

込められているかな？」 
「目標達成のために、どんなことに気

をつけて行動する？」 
「この目標が達成できたらどんな学級

になると思う？」 

 


